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二
七
号
文
書

一
、
形
状

本
文
書
は、

ー
径
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
と
推
定
さ
れ
る
漆
容
器
の
ふ
た

紙
が
、
部
分
的
に
残
っ
た
も
の
で
あ
る
。
現
状
で
は
厚
く
漆
の
付
着
し
た
面
か
ら

は
墨
痕
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

オ
モ
テ
面
即
ち
漆
の
付

し
て
い
な
い
面

か
ら
墨
痕
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

遺
存
し
た
断
片
の
う
ち
、

側
の
部
分
に
紙
の
継
ぎ

を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
本
二
七
号
文

一枚
の
紙
片
が
貼
り
あ
わ
せ
ら
れ
た

』ま

状
態
で
、
漆
容
器
の
ふ
た
紙
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
継
ぎ

部
分

で
の
紙
の

な
っ
て
い
る
幅
は
、
こ
の
部
分
が
大
き
く
摺
曲
し
て
漆
の
付

も
1享

レ
た
め
に

弘
状
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
以

オ
モ
テ
面
に
お
い
て

で
は
、

継
ぎ

側
の
紙
を

I
紙
、

側
を

H
紙
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
本
文
書
は

よ
り

ふ
た
紙
と
し
て
使

さ
れ
た
後
の
廃
棄
時
に
、

上
が
筒
状
に
巻
き
込
ま
れ
た
よ

う
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に

I
紙
は
深
く
し
わ
の
寄
っ
た
状
態
で

化
し
て
し
ま
っ

て
い
る
。
赤
外
線
カ
メ
ラ
を

い
た
観
察

の
結
果
、
こ
の
し
わ
の
内
側
部
分
に
、

割

を
含
む

一
行
分
の
記
載
を
左
文
字
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
左
文
字
で

あ
る
こ
と
か
ら
、

面
の
側
に
文
字
が
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

ー
紙
に
は
漆
付

わ
か
っ
た
。

に
は
、
残
っ
て
レ
る
範
囲
で
は

」痕
を
碓

ー
紙
の
オ
モ
テ

一
方、

認
す
る
こ
と
が
で
き
な
カ
っ
た
。

日
紙
は
、
文

の
確
認
で
き
た
断
片
が
大
き
く
二
つ
に
分
カ
れ
る
。
以

キH

の
位
置
関
係
は
弓
確
定
で
あ
る
。

①
②
と
し
て
釈
文
を
掲
載
す
る
が
、

①
断
片
と
②
断
片
は

E
接
に
は
接

-
一、
釈
文

-
I
紙
(
漆
付
着
面
)

口
丁

/斗部
都
口
麻
同

-
H
紙
①

(
オ
モ
テ
面
)

船
乗
人

合
三
人

口

口
口

口

口
口
乗
船
円

U
口

口
丁

-
日
紙
②

(
オ
モ
テ

口
向
口

口

円

U
正
T

上
黒
子

で
は
、

せ
ず
、

-75-
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ー
紙
の
文
字
は
非
常
に
小
さ
い
。
計
測
は
難
し
い
が

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
四

方
程
度
で
、

丁
侮
z
な
借
主
円
で
あ
る
。

日
紙
①
に
お
け
る
行
間
は

一
行
円
と
二
行
円
の
聞
が
五

・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

一一
行
円
と
三
行
円
の
間
が
川
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル、

三
行
目
と
四
行
目
の
聞
が

三

・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
文
字
の
大
き
さ
は
比
較
的
大
き
く
、

一セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
内
方
程
度
で
あ
る
。

三
、
内
容

ー
紙
は
、
漆
付
着
面
に
帳
簿
状
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。
正
丁
と
い
う
年
齢
区
分

や
黒
子
な
ど
の
身
体
的
特
徴
が
記
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
す
る
と
、
計
帳
の
歴
名
も

し
く
は
こ
れ
に
類
似
し
た
帳
簿
と
考
え
ら
れ
る
。

日
紙
の
内
容
は
、
船
に
乗
る
人
が
合
計
で
三
人
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
以

-74-
(13) 

外
に
は
、
残
っ
て
い
る
部
分
の
情
報
が
断
片
的
な
た
め
、
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
。

文
字
の
大
き
さ
や
配
置
の
し
か
た
か
ら
み
る
と
、
帳
簿
の
よ
う
な
書
式
と
は
や
や

異
な
る
よ
う
で
あ
り
、
何
ら
か
の
命
令
も
し
く
は
報
告
を
記
し
た
狭
義
の
文
書
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ー
紙
は
残

っ
て
い
る
部
分
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

オ
モ
テ
面
の
墨
痕
に

つ
い
て
は
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

日
紙
と
の
貼
り
継
が
れ
方
か
ら
み
て
、
以

下
の
よ
う
な
埋
尚
で
オ
モ
テ
一白
に
も
文
字
が
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
淡
紙
文
書
に
見
ら
れ
る
紙
の
貼
り
継
ぎ
に
つ
い
て
は
、
平
川
南
氏

が
、
本
米
の
文
書
作
成
時
の
紙
継
ぎ
、
{
円
術
に
お
け
る
文
書
整
理

・
保
存
の
た
め

の
述
貼
の
紙
継
ぎ
、
淡
容
器
の
ふ
た
紙
の
た
め
の
紙
継
ぎ
の

三
通
り
に
分
け
て
整

理
し
て
い
る
(
平
川
南

『漆
紙
文
書
の
研
究
』
古
川
弘
文
館
、

一
九
八
九
年
)
。
本

文
書
の
場
合
は
紙
の
継
ぎ
円
の
幅
が
不
明
で
は
あ
る
が

二
番
円
の
文
書
整
理
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保
不
の
場
合
が
該
当
す
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え

れ
る
。
ー
紙
の
文
書
と
日
紙

の
残
っ
て
い
る
面
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
と
も
に
行
の
方
向
は
揃
っ

て
い
る
。
ー
紙
の
文
書
1v
漆
付

の
山
明
簿
版
文
書
が
記
さ
れ
た
後
に
、

そ
の
紙

背
を
使
っ
て
文
書
が
記
さ
れ
(
そ
の
文
一三門
は
現
状
で
は
見
ら
れ
な
レ
が
)
、
こ
れ
を

保
管
の
た
め
整
理
し
た
際
に

H
紙
の
オ
モ
テ
一白
の
文

と
貼
り
継
い
だ
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。
従
っ
て

ー
紙
は
紙
背
を
利
用
し
た
文
書
の

理
に
と
も
な
っ
て
日

紙
と
貼
り
継
が
れ
る
こ
と
に
な
り
、
現
状
に

-っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

二
八
号
文
書

一
、
形
状

-73-
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本
文
書
は
出

し
た
時
点
で
J
V
、

ハ
枚
重
ね
に
な
っ
た

山
一

E
折
り
畳
ま
れ
て

一

断
片
と
、

」
れ
に
直
接
接

す
る
四
断
片
、
他
に
墨
痕
の
あ
る
数
片
か
ら
な
っ
て

い
た
。
ま
ず
こ
の
状
態
を

ま
た
紙
で
模
型
を
作
っ
て
各
断

穴
に
よ
り
記
録
し
、

片
の
本
来
の
位
置
関
係
を
把
握
し
た
後
、
こ
れ
を
切
り
開
く
作
業
を
行
っ
た
。
こ

の
結
果
、
現
在
は
漆
付
着
面
ど
う
し
を
内
側
に
し
た

一
つ
折
り
の
状
態
に
ま
で
開

レ
た
上
で
、

接
つ
な
が
る
四
断
片
を
含
め
て
接
合
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
こ
れ

と
は
直
接
に
は
つ
な
が
ら
な
い
が
、
位

関
係
の
推
定
で
き
る
一
断

片
も
推
定
位
盟
問
一
に
即日
い
た

一具
に
提
示
し
た
。
こ
の
接
合
作
業
の
結
果
、

で
展
開

径
約

J

ノ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
円
形
を
呈
す
る
断
簡
と
し
て
復
元
で
き
る
。

ま
た
、
切
開
過
程
を
逆
に
た
ど
る
こ
と
に
よ
り
、
本
文
書
を
漆
の
ふ
た
紙
と
し

て
利
用
し
た
後
の
廃
棄
過
程
を
以

の
よ
う
に
推
定
で
き
る
。

① 

紙
の
片
面
に
付
着
し
た
漆
を

寧
に
削
ぎ
落
と
し

そ
の

を
内
側
に
し



て
文
字
の
行
方
向
と
平
行
に
中
央
部
で

二
つ
に
折
る

(二
枚

ね
)
。

⑤④③②  

次
に
文
字

の
行
方
向
と
直
角
に
二
つ
に
折
る

(
問
枚

ね
)
。

度
文

の
行
方
向
と
平
行
に

二
つ
に
折
る

(
八
枚

ね
て

最
後
に
文
字
の
行
方
向
と

一
つ
に
折
る

(
一
六
枚

ね)。

角

④

の
状
態
で
廃
棄
す
る
。
な
お
、
廃
棄
後
に
部
分
的
に
ば
ら
ば
ら
の
断
片

と
な
り
、
さ
ら
に
そ
の

一
部
は
失
わ
れ
た
。

明
瞭
に
確
認
で
き
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
漆
の
削
ぎ
落
と
し
方
、
及
び
紙

廃
棄
後
の
風
化
は
少
な
く
、
外
側
に
露
出
し
た
面
に
お
い
て
も
肉
眼
で
文
字
を

の
折
り
畳
み
方
が
非
常
に
丁
寧
で
あ
っ
た
た
め
、
内
側
に
畳
み
込
ま
れ
た
部
分
の

四
化
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
保
存
状
態
は
き
わ
め
て
良
好
で
あ
っ
た
。

漆
紙
文
書
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
凡
帳
面
な
廃
棄
方
法
は
ま
れ
な
例
に
属
す
る
。

一、
釈
文

レ、 内
側
で
あ
る
た
め
、
現
状
で
は

A
面
側
か
ら
左
文
字
で
確
認
す
る
し
か
方
法
が
な

文

は
表
裏
に
わ
た
っ
て
み
ら
れ
る
が
、
漆
の
付
着
し
た

B
面
は

一
つ
折
り
の

-
A
面

(
オ
モ
テ
面
)

門
U 

口
陵
拾
束

海
直
千
麻
口
白
陸
拾
束

海度
津

出
羽
郡

口

メb、

〔似
hq
〕

萱
口
口
拾
伍
人

-
も
と

A
面
と
一百
‘
一
文
~

拾

口
束

感
拾
捌
東

-72-
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と
見
ら
れ
る
小
断
片
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-
B
面

(
漆
付
着
面
)

口
六
千
口

口
長
官
御
料
三
千

〔点

ヵ
〕

口

口
口
口
五

八
口

日
U 

A
面
に
は
、
各
行
を
区
切
る
形
で
縦
界
線
五
本
が
確
認
で
き
る
。
界
幅
は

一

j
i
一
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
ま
た
、
五
行

口・・・」

の
書
き

し
の
高
さ
と
、

1T 
そ
の
幅
は

0
・
『ノ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

菩
き

し
の
高
さ
に
横
界
線
が
確
認
で
き
、

「

H
口
司
づ

wp

uu司
A
1
脅
伯
」

ハ
行
目
「
ム

「
海
直
」

四
行
同
一

「
度
津
」
等
の

方
で
あ
る
の
に
対
し
、

は
約

の
大
き
さ
が
約

一
・
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
凶

一
i
一
・
三
セ
ン
チ
メ

l
ト

で
あ
る
。

行

行
目
は
文

1T 

/'¥ 

行

ノレ

方
と
や
や
大
き
く
、

そ
の
結
果
、
行
間
は

行
の
聞
は

一
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
の
に
対
し
、

E
行
と

略行
の
問
は

一
行
と
三
行
の
問
及
び
三
行
と
四

B
面
に
は
界
線
は
見
え
な
い
。
行
聞
は
、

1T 7

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

の
聞
が

ハ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

行
と
六
行
の
聞
は

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
次
い
で
順
に

三

・
O
、

ぱ
ら
つ
き
が
あ
る
。
文
忠

の
大
き
さ
も

0
・
七
{
〉

一と
一
一行

一
・
七
セ

一
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
不

揃
い
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
面
も
現
状
で
は
印
影
、
朱
筆
な
ど
は
確
認
で
き
な
い
。

A
面
と

B
面
を
比
較
し
て
み
る
と
、

A
面
に
は
界
線
が
あ
る
が

B
面
に
は
な
い
、

A
面
は
大
数
字
を

い
て
い
る
が

B
面
は
通
常
の
数
字
で
あ
る
、

A
面
は
細
い
整
っ

た
橋
室田
で
.

か
れ
て
い
る
が

B
面
は
肉
太
の
字
で
行
も
不
揃
い
に
書
か
れ
て
い
る
、

な
ど
の
相
違
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
存
す
る
正
倉
院
文

な
ど
の

一
次

.
H
H
H
J
1

，↓J
、

手
↑

n川

次
利
用
の
状
況
を
見
る
な
ら
ば
、

一
般
に
整
っ

た
書
体
の
も
の
が
正
式

な
文
書
、
或
い
は
そ
の
控
え
と
し
て
主円
か
れ
、
こ
れ
が
不
要
に
な
っ
た
後
で
紙
北

が
利
刑
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
と
照
ら
し
合
わ
せ
て

紙
の
面
の
使
用
順
を
考
え
て
み
る
と
、
本
文
書
は
ま
ず

一
次
利
用
と
し
て

A
面
が

同青
か
れ
、
こ
れ
を
廃
棄
し
た
後
に
紙
背
に

B
面
の
文
字
が
書
か
れ
た
と
推
定
で
き

る

-70一
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三
、
内
容

A 
面

記
載
内
容
は

一
i
四
行

が
(
人
名
)
+
(
稲
束
量
)、

行
同
が
(
郡
名
即
ち

出
羽
郡
)、

六
行
円
が
(
人
数
の
合
計
即
ち

人
)
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
記

載
様
式
か
ら
考
え
て
、
郡
ご
と
に
歴
名
と
稲
束
量
を
書
き
上
げ
、

そ
の
冒
頭
に
郡

名
と
人
数
の
合
計
を
-記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、

一
1
1
行

は
出
羽
郡

よ
り

一
つ
前
に
記
さ
れ
た
郡
(
仮
に
『
延
喜
式
』

部
式
の
記
載
順
と
=同
じ
よ
う

に
郡
が
排
列
さ
れ
て
い
た
と
す
る
と
出
川
郡
)

の
歴
名
の
末
尾
で
あ
る
。
郡
を
越

え
た
記
載
で
あ
る
こ
と
カ
ら
見
て
、
山
川
羽

玉
一単
位
で
作
成
さ
れ
た
帳
簿
で
あ
ろ

う
。
整
っ

た
書
式
の

次
文

で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
国
府
保
管
用
の
帳
簿
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

七
行
円
以
降
は
欠
失
し
て
い
る
の
で
不
明
で
あ
る
が
、

郡



全
体
の
稲
東
量
の

計
が
記
さ
れ
て
レ
た
可
能
性
も
あ
り
、
ま
た
郡
の
下
位
区
分

と
し
て
郷
ご
と
に
細
分
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な

(
人
名
)

(
稲
束

)
を
列
記
し
た
帳
簿
は
、
今
ま
で
に
山

+ 

し
た
漆
紙
文

a

の
例
で
は
出
挙
関
係
の

'm簿
と
考
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り

本
二
八
号
文

も
そ
の
類
型
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
本
二
八
号
文
書
と
同
じ
土
坑
カ
ら
山
土
し
た
漆
紙
文
書
の
う
ち
、

よ
く

似
た
も
の
と
し
て
第

二

す
文
書
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
(
『秋

城
跡
調

務
所
研
究
紀
要
日
秋
田
城
出
土
文
字
色
料
集

E
』

一
九
九
二
年、

、._/

。
ヲ-

、-

れ
は
本
二
八
号
文
.

と

一
括
し
て
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
近
接
し
た
年
代

の
文

と
考
え
て
よ
い
。
縦

・
横
に
界
線
が
見
ら
れ
、
横
界
は

本
見
え
る
。
第

一一二
口すい
X

も
記
載
の

)
で
、

一
段
書
き
と
す
る
。

本
は
(
人
名
)
+
(
稲
束

人
名
は

の
記
載
を

で
書
カ
れ
て
レ
る
。
数
且

し
、
稲
束
量
は
大

は
六
十
東
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。

本
二
八
号
文
~

を
こ
れ
と
比
較
す
る
と
、

(
人
名
)
+
(
稲
束

)
の
記
裁
が

本
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
お
い
て
共
通
し
、
司
じ
よ
う
に
出
挙
に
関
わ
る
帳
簿
で

あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
し
カ
し
、

第

二
二
号
文

は
界
線
の
幅
が
約

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
筆
跡
も
異
な
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
紙
背
文
書

も
界
線
の
有
無
か
ら
見
て
異
な
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
本
二
八
号
文
岬

シ」

吋
叫

一
帳
簿
の
断
簡
で
は
な
レ
と
み
ら
れ
る
。
し
カ
し
な
が
ら
、
界
線
の
構
造
、

自己
載

刑
1
.司
、
稲
束

な
ど
の

一
で
き
わ
め
て
近
似
し
て
お
り
、
同
じ
類
型
の
帳
簿
で
あ

る
可
能
性
が
あ
る
。

(展開前) (赤外線カメラ)
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B 
面且

府
で
保
管
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

A
面
の
帳
簿
が
廃
棄
さ
れ
た
後
、
紙
北

に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
欠
持
労
が
多
く
記
載

項
に
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、

(某

キヰ

(単
位
)
が
列
記
さ
れ
た
帳
簿
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

数

+ 

+ 

位
の
記
載
は

三
行

に
残
画
が
あ
り
、
不
鮮
明
な
が
ら
「
束
」

で
あ
る
可
能
性
が

あ
る
。
こ
れ
が

し
け
れ
ば
、
稲
束
関
係
の
帳
簿
で
あ
ろ
う
。

稲
の
用
途
に
つ
い
て
は
、

に
「
口
長
官
御
料
」
と
あ
る
。

一
次
利
用
面

行

が
国
府
で
保
管
さ
れ
、
廃
棄
さ
れ
た
帳
簿
で
あ
る
と
す
る
と
、
払
い

ず

弘
久
7

」
低

i
f
i

j

 

背
に
記
さ
れ
た
こ
の
帳
簿
の
記
載
は
国
に
関
わ
る
可
能
性
が
直
く
、
長
官
は
即
ち

守
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
稲
の
量
は
「
六

L 

-， 

」
「
冗

」
「
五
百
」
と

多
量
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

以

の
諸
点
か
ら
こ
の
文

の
内
容
を
考
え
る
と
、

ロ4
能
性
の

一
つ
と
し
て
公

勝
稲
に
関
わ
る
帳
簿
を
想
定
で
き
る
。

二
九
号
文
書

一
、
形
状

本
文

は
長
径
一
七
・

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
短
径

ノ¥

セ
ン
チ
メ

l
ト

ル
の
ほ
ぼ
円
形
を
呈
し
た
断
片
で
あ
る
。

土
し
た
時

小
で
は
別
に

径

二
ニ
・

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
円
形
の
断
片
が

三
分
の

一
ほ
ど
折
り
返
さ
れ
た
状
態
で
需

ね
ら
れ
て
い
た
(
こ
の
断
片
に
は
墨
痕
は
認
め
ら
れ
な
い
)
。
大
き
さ
や
縁
辺
部
の

形
状
カ
ら
考
え
て
、
漆
容
器
の
曲
物
の
ふ
た
紙
と
し
て

い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ

pnノ。

一、
釈
文

墨
痕
は
表
裏
両
面
に
認
め
ら
れ
る
。

-
A
面

(漆
付
着
面
)

〔
武

力

〕

口
拾
伍

時
梓
拾
威

買
拾
由一

拾
口

参
拾
伍

小黄
女男

女女女
口
女

正
女
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-
B
面
(
オ
モ
テ
面
)

口
口

(
天
地
逆
)

A
面
に
は

一行
分
の
記
載
が
あ
る

ま
た
は
欠

(
九
行
目
と

一
O
行

は
空

)
。
部
分
的
に
縦
界
線
が
確
認
で
き
、
界
幅
は

セ
ン
チ
メ

l
ト

ル
で
あ
る
。
ま
た
、
「
正
女
」
な
ど
の
記
載
の
童聞
き
出
し
の
高
さ
に
横
界
線
が
確
認

で
き
る
。
行
間
は
約
一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

字

の
大
き
さ
は
本
文

一
・
一
セ

ン
チ
メ
ー
ト

ル
四
方
、
細

で

0
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
匹
方
で
あ
る
。
印
影
、

朱

な
ど
は
確
認
で
き
な
い
。

B
面
に
は

一
行

二
文
字

の
記
載
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

A
面
と
は

地
逆
に
室田

か
れ
る
。

子
の
大
き
さ
は
一

・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
四
方
。

三
、
内
容

A 
面

恐
ら
く
年
齢
と
思
わ
れ
る
数

(
大
数
字
)
と
年
齢
区
分
が
列
記
さ
れ
て
お
り
、

上
半
の
欠
損
部
に
続
柄
、
人
名
な
ど
を
備
え
た
歴
名
様
の
帳
簿
で
あ
ろ
う
。

行

に
は
年
齢
区
分
ご
と
の
人
数
を
合
計
し
た
統
計
部
分
が
あ
る
。

籍
ま
た
は

計
帳
に
類
似
し
た
帳
簿
で
あ
ろ
う
が
、
残
存
部
分
に
つ
い
て
は
身
体
的
特
徴
な
ど

の
記
載
が
な
く
、

籍
に
近
い
と
推
定
で
き
る
。

統
計
部
分
の
書
式
に
つ
レ
て

院
に
残
る

籍
と
比
較
す
る
と
、
本
文
書
は

来目

双
行
で
年
齢
区
分
ご
と
の
人
数
を
記
載
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
西
海
道
戸
籍

や

籍
と
同
じ
で
あ
る
。
但
し
、
細
部
ま
で

総
国

籍
と
は
異
な
り
、
御
野
一玉

比
較
す
る
と
相
違
点
も
あ
る
。
御
野
一玉

籍
は
各

の
回目
頭
に
戸
主
名
と
戸
打
数

合
計
を
記
し
た
下
に
、
細

双
行
で
内
訳
を

く
(
な
お
、
前
の

の
歴
名
の
末

屯
と
の
問
に
は

記
載
順
は
男
、
女
、
奴
、
解
の
順
で
、

一行
の
空

が
あ
る
)
。

男
女
の
内
訳
の
末
尾
に
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
を
記
す
。
記
載
は
右
行
、

左
行
、
次
段

の

行、

左
行
と
い
う
よ
う
に
交

に
書
き
進
め
る
。
こ
れ
に
対
し
て
本
文

iま

男

女

の

順

に

記

載

す

る

こ

と

で

は

の

順

か

も
知
れ
な
い
)
、
末
尾
に
は
合
計
の
記
載
が
な
い
。
ま
た
、
双
行
部
の
右
行
を
先
に

致
す
る
が

(
或
い
は
課

、
不
課

問き
進
め
た
後
で
左
行
に
移
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
、
年
齢
区
う
に
お
け
る
「
妻
妾
」
は
他
に
は
あ
ま
り
例
を
み
な
い
。
ま
た
、

大
宝
令
制
下
の
籍
帳
が

三
歳
以
下
の
年
齢
区
分
に
「
緑
」

の
表
記
を
用
い
て
い
る

こ
と
と
比
較
す
る
と
、
本
文

は
養
老
令
規
定
に
基
づ
く
「
黄
」
を
用
い
て
い
る

の
で
、
養
老
令
制
下
(
七

四
七
年
以
降
)

の
も
の
で
あ
ろ
う
。

+皆

か
れ
、
大
数
字
を
用
い
、
界
線
を
備
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
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で

正
式
な
控
え
と
し
て
国
府
に
保
管
さ
れ
て
い
た
帳
簿
で
あ
ろ
う
。

B 
面A

面
が

で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
よ
り
も
後
で

バ
の
国
府
保
管
文

書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、

A
面
作
成
直
後
に
内
容
上
こ
れ
に
関
連
す
る

文
言
を
書
き
記
し
た
可
能
性
も
、

A
一白
の
文
書
を
廃
棄
し
た
後
で
無
関
係
の
記
載

が
な
さ
れ
た
可
能
性
も
存
す
る
が
、
釈
読
で
き
な
い
以
上
確
認
で
き
な
い
。
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図9 29号文書実測図(8面-A面とは天地逆)
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凶10

図11 29号文書写真B面 (赤外線カメ ラ)

-64-
(23) 



〔
付
記
〕

ム、

，
お
よ
び
報
告
に
あ
た
り
、

口一の
調

玉
一
立
歴
史

山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
の
三
上
喜
孝
氏
の
ご
協
力
を
仰
レ
だ
。
末
筆
な
が

俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
、

ら
記
し
て
謝
意
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

本
報

は
、
秋
田
城
跡
第

の
う
ち、

に
お
レ
て
出
土
し
た
漆
紙
文

E
次
調

未
報
告
で
あ
っ
た
一

で
あ
る
。
す
で
に
第
七

点
に
つ
い
て
の
報
仲

一次
調

と
第

十九
次
調
査
出
土
の
漆
紙
文

で

ハー
一一Jf
号
と
し
て
報
告
さ
れ
た
も
の
が
あ

り
、
今
回
報
告
す
る
も
の
は

一七
号

一
八
号

一九
号
と
な
る
。
既
報
告
の
も

の
に
つ
い
て
の
調
査
次
数
と
褐
載
報
告
書
の
関
係
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

秋田城跡出土漆紙文書一覧表

調査 調査
出 土遺構

文字?
掲 載 報 止にと3 三tゴ位

次数 年度 番号

21 1978 S 1369竪穴住居跡、 『秋田城出土文字資料集Jl1984 

36 1982 S F677築地崩壊土 2 r秋田城出土文字資料集Jl1984 
3 『秋田城出土文字資料集Jl1984 

38 1983 SA699柱列柱堀り方撹乱 4 『秋田城出土文字資料集Jl1984 

39 1984 S G463沼沢跡黄褐色砂 5 『昭和59年度秋田城発掘調査概報Jl1985 
S G463沼沢跡泥炭層 6 『昭和59年度秋田城発掘調査概報Jl1985 

40 1984 表土、耕作土 7 町宮和59年度秋田城発掘調査概報Jl1985 
54 1989 S K1031土取穴 8 『秋田城出土文字資料集 IlJl 1992 

9 『秋田城出土文字資料集 日Jl1992 
10 『秋田城出土文字資料集 IlJl 1992 
11 『秋田城出土文字資料集 日Jl1992 
12 『秋田城出土文字資料集 日Jl1992 
13 『秋田城出土文字資料集 IlJl 1992 
14 『秋田城出土文字資料集 日Jl1992 
15 『秋田城出土文字資料集 IlJl 1992 
27 『平成12年度秋田城発掘調査概報Jl2001 
28 『平成12年度秋田城発掘調査概報Jl2001 
29 『平成12年度秋田城発掘調査概報Jl2001 

72 1998 S K 1555土坑 16 『秋田城出土文字資料集団Jl2000 
17 『秋田城出土文字資料集凹Jl2000 
18 『秋田城出土文字資料集皿Jl2000 
19 『秋田城出土文字資料集皿Jl2000 
20 『秋田城出土文字資料集血Jl2000 
21 『秋田城出土文字資料集皿Jl2000 
22 『秋田城出土文字資料集皿Jl2000 
23 『秋田城出土文字資料集皿Jl2000 

S K1556土坑 24 『秋田城出土文字資料集皿Jl2000 
S 1 1541竪穴住居跡 25 『秋田城出土文字資料集皿Jl2000 

75 1999 S K1611土坑 26 『平成11年度秋田城発掘調査概報Jl2000 
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